
科目名 住生活デザイン 
学年 類型・コース 単位数 

２年 自由選択３･家庭(食と健康) ２単位 

学習の

目 標 

住まいの基本となる知識を学び、住居の選択や管理方法を理解する。さらに、インテリアの基本に

ついて学び、生活に取り入れることができるようになる。 

教科書

副教材 

主たる教材：リビングデザイン（実教出版） 

副教材：なし 

評 価 

評 
価
法 

定期考査・実技・製作・実習態度・ワークシート・ファイル等で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

ａ 知識・技術 
住環境について理解し、必要な基本的知識を身につけ、理解ができて

いる。 

ｂ 
思考・判断・ 

表現 

住環境について、自分の考えをまとめ、目的に応じて判断する力を身

につけている。 

ｃ 
主体的に学習に 

取り組む態度 

住環境に関心をもち、住生活の充実に向けて意欲的に取り組み、作品

製作する態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末に観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）お
よび評点（1～10の 10段階）にまとめます。学年末には観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）
および評点（1～５の５段階）にまとめます。 

 

期 月 
時

数 
学習項目・単元 学習内容 

評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１

学

期 

４
月 

６ 気候風土と住居 住居の成り立ちについて理解している 製作 

 

ワークシ

ート 

 

期 末 考

査 

製作 

 

ワークシ

ート 

 

グ ル ー

プ ワ ー

ク 

発表 

 

ワークシ

ート 

 

ファイル 

５
月 

８ 気候風土と生活様式 住居の成り立ちについて理解している 

６
月 

８ 住居の変遷と住意識 住居の変遷について理解している 

７
月 

４ 住生活と環境 
住みよい住まいの条件について理解し
ている 

夏休み    

２

学

期 

９
月 

８ 
住居の設計・図案を読
む・書く① 

図面を読んだり書いたりできる 製作 

 

ワークシ

ート 

 

期 末 考

査 

製作 

 

ワークシ

ート 

 

グ ル ー

プ ワ ー

ク 

発表 

 

ワークシ

ート 

 

ファイル 

10
月 

８ 
住居の設計・図案を読
む・書く② 

住居設計について作品製作することが
できる 

11
月 

８ インテリアの基本 インテリアの基本を理解している 

12
月 

４ インテリア計画 
インテリアの基本を理解し、室内装飾を
表現することができる 

冬休み    

３

学

期 

１
月 

６ 
住居の選択と管理・住
環境 

住情報の見方を学び、適切な住居の選択
ができる 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

 

発表 

ワークシ

ート 

 

２
月 

６ まとめ １年間の学習の定着を図る 

３
月 

   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業ごとのワークシートで学習の要点をおさえましょう。実習、授業態度等も評価に含まれます。 

 


